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I はじめに
生活の価値について適切な判断力をもち，その価値をどのように実現していくかという基本
的な生活行動の基礎は， 学校教育における諸々の生活場面で養われるもので，限られた教科の
指導にゆだねられるものではなしミ。しかし，指導内容が衣 ・食 ・住などの生活を基盤にしてい
る家庭科教育では，小学校・中学校 ・高等学校を通して，健全な生活を送るための知識 ・技術
などについての具体的な内容が多い。
今日，貨幣経済の進展に伴い，消費生活のあり方は，積極的な消費計画による生活経営が求
められるよ うに生活構造が変化してきた。消費者と しての能力は、個人，家族保障の立場だけ
でなく，広く社会経済的視点から も評価する能力をもつことが望まれるのである。経済的，社
会的，技術的状況の変化に対応し得る家庭生活のあり方，並びに社会生活に貢献できる生活の
あり方を思考し，実践できる人間教育が，今日求められている消費者教育でなかろうかと受け
とめている。
そこで，昭和58年度入学生について，消費者と しての生活に関する状況や意識の実態を調査
によってとらえ，その問題点、を把握し，今後の指導上の基礎資料を得るものである。
E 調査方法
調査対象は昭和58年度本学入学生であり，有効回答数775名 （回収率95.6%）である。各科
別人数は服飾美術科310名，工芸美術科74名，保健体育科 242名，初等教育学科 149名である。
調査はアンケート調査とし，昭和田年4月入学オリエンテーショ ン時に，各科ごとに実施し
た。
il 結果および考察
1.家庭経済に関する基礎知識
表 1は，自分の家の 1ヵ月の収入を知っているかについて調べたものである。
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自分の家の収入を「知っている」は23.0%, 「大体知っているjは58.2%, 「知らない」は
18. 8%である。
健全な消費生活を営むためには，家庭の経済力を十分把握していなければならないが，その
基本的な認識を欠く者が約20%と高率を示している。
表1 あなたの家の1ヵ月の収入は， とやの位か知っていますか
人 （%）
項 目 服飾美術科 工芸美術科 保健体育科 初等教育学科 1口λ 言十
知っ て いる 62.( 20.0) 19( 25. 7) 58( 24.0) 39( 26.2) 178( 23.0) 
大体知っている 184( 59.4) 39( 52. 7) 142( 58. 7) 86( 57.7) 451( 58.2) 
知 ら な い 64( 20.6) 16( 21.6) 42( 17.3) 24( 16.1) 146( 18.8) 
止ロλ 言十 310(100. O) 74(100.0) 242(100.0) 149(100. O) 775(100.0) 
表2 あなたは現在，北海道統計の食物費はl人1日どの位と思いますか
人 （%）
項 目 服飾美術科 工芸美術科 保健体育科 初等教育学科 £口〉、 計
400円以下 1 ( 0. 3) 0( O) 1 ( 0.4) 3( 2. 0) 5( 0. 7) 
400～500円 34( 11.0) 4( 5.4) 23( 9. 5) 17( 11.4) 75( 10.1) 
600～700円 58( 18. 7) 21 ( 28. 4) 54( 22.3) 47( 31. 6) 180( 23.2) 
800～l, 000円 119( 38.4) 21( 28.4) 72( 29.8) 44( 29.5) 256( 33.0) 
l, 000円以上 39( 12. 6) 8( 10.8) 32( 13. 2) 10( 6. 7) 89( 11.5) 
わからない 59( 19.0) 20( 27.0) 60( 24.8) 28( 18. 8) 167( 21.5) 
l口'- 計 310(100. 0) 74(100. 0) 242(100. 0) 149 (100. O) 775(100.0) 
表2は，北海道統計の食物費についての理解度を調べたものである。
昭和56年度の総理府統計家計調査報告によれば，北海道における1人1日当りの食物費は596
円である。その後の物価上昇を考慮すれば，現在の食物費は600円から 700円の間にあるが，
これに対してどのように判断しているかを見た。
「800円～1000円Jが一番多く33.0%，ついで 「600円～ 700円」が23.2%，「めからない」
が21.5%の順である。
学科別に比較すると， 「600円～ 700円」と正しい範囲に答えた者は， 初等教育学科に最も
多く，また，「わからない」 と答えた者も同科が最も少な く， 食物費に対する認識度は4科の中
では初等教育学科が一番高い。
家庭生活に関する調査において「平均的な家庭のエンゲル係数はどれ位かJの質問に対して，
わからないと答えた者が41%もあったが，本調査でも表1・表2に現われているように，実態
把握の意識に乏しいことが示されている。
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表3 家庭の収入と食物費の認識
人 （%）
設問 ・あ主たは現在，北海道統計の食物資はl人1日どの位と思いますか
項 目 企口入 計
400円以下 400～5日C円 600～700円 880～1,000円 1,00円以上 わからない
設聞のはで 知っ てい る 3(1.7) 幻（15.2) 43(24.1) 51 (28. 6) 19(10.7) 35(19.7) 178(100 .0) 
－ー どい
あカれま 大体知っている 2(0.4) 35 ( 7 .8) 106(23. 5) 161(35. 7) 49(10.9) 98(21.7) 451 (lo .o) 
宇－月i立寸
のヵ、ヵ、
知らない 0( 0) 16(11.0) 31(21.2) 44(30.1) 21 (14 .4) 34 (23 .3) 146(100.0) の収知
軍人つ
表3は，表1と表2をクロス集計したものであるが，自分の家の収入を「知っている」者は，
「600円～ 700円Jと答えているのが24.1%あ り，また，自分の家の収入を「知らない」者
は，食物費を「わからないJとするのが23.3%と多く なっている。自分の家の経済力をよく把
握している者ほど，食物費に対する認識が高い傾向を示している。
2.小遣いの使い方
表4から， 小遣いについての計画性を見ると 「きちんと予算を立てているJは15.0%, 「予
算を立てたり，立てなかったりする」 が63.5%, 「予算は立てない」は21.5%であり，大部分
の者は計画性を持っていな Po家庭生活に関する調査において「あなたは小遣い帳をつけてい
ますか」の質問に対して「きちんとつけているJ11. 3%, 「時々 つけている」 15.0%という実
態で，金銭管理については意識が低かったが，小遣いの使い方に計画性がみられない本調査と
合わせて見ても大きな問題点と して注目される。
表4 あなたは予算を立てで小遣いを使っていますか
人 （%）
I頁 目 服飾美術科 工芸美術科 保健体育科 初等教育学科 ぷ6、 言十
きちんと予算をたてている 42( 13.6) 8( 10. 8) 43 ( 17. 8) 23( 15.4) 116( 15. 0) 
予算を立てたり，立てなか 200 ( 64. 5) 51( 68.9) 147( 60.7) 94( 63.1) 492( 63.5) ったりする
予算は立てない 68( 2}. 9) 15( 20.3) 52( 21. 5) 32( 21.5) 167( 21. 5) 
1口" 言十 310(100.0) 74(100.0) 242(100.0) 149 (100. O) 775(100. 0) 
表5は，小遣いの支出項目であるが， 「衣服費」が44.3%で一番多く，現代の若者のフ ァッ
ション志向の強さを現わしている。2位が「食事代」で17.9%, 3位は 「本代Jで15.5%であ
る。 「旅行J「美容院」 「会費」 「映画 ・コンサート ・展覧会J「学用品」 「月謝J等に支出
する者は少ない。
「衣服費jは各科共に多い項目であるが，特に服飾美術科は多く 56.8%である。工芸美術科
は 「本代Jに支出する者も多く，保健体育科は「食事代J「飲物代」に支出する者が，それ
ぞれ23.1 %. 14. 0%と他3科に比べて多くなっている。また，初等教育学科は， 「映画 ・コン
サー 卜・展覧会」 「学用品j等に支出する者も多く， 小遣いの支出項目には学生の所属科の性
格が反映されている。
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表5 あなたの小遣いは， どの項目に一番多く支出されていますか。lつだけ選んで下さい
人 （%）
項 目 服飾美術科 工芸美術科 保健体育科 初等教育学科 Z口" 計
食事代 47( 15.1) 11( 14.9) 56( 23.1) 25( 16. 8) 139( 17. 9) 
飲物代 16( 5. 1) 3( 4.1) 34( 14.0) 8( 5.4) 61 ( 7. 9) 
本代 （雑誌を含む） 41 ( 13. 2) 18( 24.3) 38(15.7) 23( 15.4) 120( 15.5) 
衣服費（アクセサリ をー含む） 176( 56.8) 22( 29.7) 8( 36.4) 57( 38.2) 343( 44.3) 
旅行 3( 1. O) 0( 0) 2( 0.8) 0( 0) 5( 0.6) 
美容院 0( O) 1 ( 1. 3) 2( 0. 8) 2( 1.3) 5( 0. 6) 
会費 （コンパなど） 3( 1.0) 1 ( 1. 3) 4 ( 1. 7) 2 ( 1. 3) 10( 1. 3) 
映画 ・コンサー ト・展覧会 9( 2. 9) 7( 9. 5) 0) 12( 8.1) 28( 3.6) 
~ftjロロ0ロ 4( 1. 3) 2( 2. 7) 4 ( 1.7) 11( 7.4) 21 ( 2. 7) 
月謝 3( 1. 0) 3( 4.1) 5( 2.1) 2( 1.4) 13( 1. 7) 
その他 8( 2.6) 6( 8.1) 9( 3. 7) 7( 4. 7) 30( 3.9) 
Z口" 言十 310(100.0) 74(100. 0) 242 (100. 0) 149 (100. 0) 775(100.0) 
表6 アルバイトで得たお金をどのように使いましたか。lつだけ選んで、下さい
宅頁 目 服飾美術科 工芸美術科 保健体育科 初等教育学科 l日〉、 言十
旅行 20( 6.4) 3( 4.1) 13( 5.4) 7( 4. 7) 43( 5. 5) 
スポーツ用品 ・用具の購入 3( 1. 0) 0( O) 28( 11.6) 6( 4.0) 37( 4.8) 
学費の補充 4( 1. 3) 5( 6. 7) 10( 4.1) 7( 4. 7) 26( 3.3) 
月賦の支払い 2( 0. 7) O) 1 ( 0.4) 2( 1. 4) 5( 0. 7)
月謝 1 ( 0. 3) O( 0) 1 ( 0.4) 0( 2( 0.3) 
衣服費（アクセサリーを含む） 137 ( 44. 1) 21( 28.4) 67( 27.7) 49( 32.9) 274( 35.3) 
楽器の購入 4( 1. 3) 2( 2. 7) 1( 0.4) 2( 1. 4) 9( 1. 2) 
会費 （コンパなど） 2( 0. 7) 。（ 0) 1 ( 0.4) 1 ( 0. 7) 4( 0.5) 
小遣いの不足を補う 52( 16. 7) 19( 25. 7) 32( 13. 2) 37( 24.8) 140 ( 18.1) 
そのf也 25( 8.1) 8( 10. 8) 28( 11.6) 14( 9.4) 75( 9. 7)
アルバイトの経験はない 60( 19. 4) 16( 21.6) 60( 24.8) 23( 15.4) 159( 20.5) 
不 明 0( 0) 0( 0) 0( 0) 1 ( 0. 7) 1( 0.1) 
Z口" 言十 310(100.0) 74(100.0) 242(100.0) 149(100. 0) 775(100.0) 
表6は， アルバイト による収入の支出項目を調べたものである。
アルバイ トについては，学生の約80%が経験している。アルバイ トで得たお金は， 「衣服費」
に支出する者が一番多く 35.3% ついで 「小遣いの不足を補 う」者が18.1%である。
科別比較では，服飾美術科は「衣服費」 にかける割合が44.2%で他科よ り多く ，工芸美術科
は 「学費の補充」に支出する割合が多しミ。保健体育科では 「スポーツ用品 ・用具の購入Jに支
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出する者が当然多くなっており， 小遣いの支出項目と同様，所属科の特徴が表われている。
昭和58年1月発表の「道民の消費生活意識と行動に関する調査jでは 「生活費をき りつめる」
項目に対して，一般消費者は「被服費」 59.3%を第l位に上げ， ついで 「外食費」 50.1%, 「家
具・電気製品などの耐久消費財」をあげている。また，同調査のモニタ一回答でも第1位は被
服費が70.3%と高い率を示している。衣服は，学生にとって最も関心の高いもので，小遣いの
支出項目やアルバイトによる収入の支出項目でも第1位である。衣服費はきりつめの対象で
も第l位にあげられているが，必要品とぜいたく品としての衣服費の支出と購入時の動機には
幅が大変広いものであり，小遣いの使い方について検討が望まれる。
表7 小遣いとアルバイト収入の使い方
人（%）
設問・ 71レバイ トで得たお金をどのように使いましたか
項 目 スポー 会費ノf（コ 小遣い
ムロ
旅 行 ツ用品 学補費充の 支月賦払のい 月 謝 衣服費 楽器の ン な の補不足 その他
経験は
－用具 購 入 ど） をう な い
設聞立を使つ
きちんと予算を立て 3 5 5 。4 2 16 13 26 16 
ている (2. 6) (4.3) (4.3) (0. 9) ( O) (37. 9) (!. 7) (0. 9) (13. 8) (11. 2) (2目4) (100. O) 
あてて 予算を立てたり 29 27 16 2 2 175 6 3 89 42 10 491 なてい 立て告かったりする (5. 9) (5.5) (3. 3) (0. 4) (0. 4) (35. 6) (!. 2) (0.6) (18.1) ( 8.6) (20. 4) (JO. O) た小 ま
は遣す 1 5 5 2 。55 。 35 20 3 167 
算予 いをか 予算は立てない (6. 6) (3.0) (3. O) (I. 2) ( 0) (32. 9) (0. 6) ( 0) (20. 9) (12. 0) (19. 8) (10日0)
表7は，表4と表6をクロス集計し， 小遣いについての計画性を見たものである。
「きちんと予算を立てている」者は， 「小遣いの不足を補う」 が， 「予算を立てたり，立て
なかったりする」 「予算を立てない」と答えた者より 13.8%と少なく，アルバイト による収入
は何らかの目的に使用している。小遣いについての計画性は，正しいアルバイトのあり方にも
つながっていることカf半リる。
3.購売行動と意識
次に，買い物をする時の態度や，買い物後の対応，特殊販売の利用と意識などについて考察
する。
表8 買い物をする時，品物についている品質表示を見ますか
人 （%）
I頁 目 服飾美術科 工芸美術科 保健体育科 初等教育学科 Zロ〉、 言十
よ 見 る 113( 36.4) 29( 39.2) 76( 31.4) 56( 37.6) 274( 35.4) 
日寺 々 見 る 171( 55.2) 38( 51. 3) 149 ( 61. 6) 80( 53.7) 438 ( 56. 5) 
見 な し〉 25( 8.1) 7( 9. 5) 14 ( 5. 8) 12( 8. 0) 58( 7. 5)
不 明 1 ( 0. 3) 0( 0) 3( 1. 2) 1 ( 0. 7) 5( 0.6) 
fロ'- 言十 310(100. 0) 74(100.0) 242(100.0) 149(100.0) 775(100.0) 
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表8は，品質表示を見る習慣がついているかを調べたものである。
品質表示を「よく見る」が35.4%, 「時々見る」が56.5%, 「見ない」は7.5%である。90
%以上は，品質表示を見る習慣はついている。
科別では，保健体育科で「見ない」という者が5.8%と一番少なく ，品質表示に対する関心
は強しミc
表9 買い物をする時，あなたの態度はどうですか
〈買 目 服飾美術科 工芸美術科 保健体育科 初等教育学科 i口入 計
勧められでも気に入らなけ 255( 82.2) 63( 85.1) 207( 85.5) 125( 83.8) 650( 83.9) れL1£, 陸庁るこ とカずてるきる
白う'tて＇I；！：半日陸庁てもきなし込σフても， 29( 9.4) 6( 8.1) 20( 8.3) 12( 8.1) 67 ( 8. 6) 上手な買い物はできない
勧 められると その気にな っ 26( 8.4) 5( 6.8) 15( 6. 2) 12( 8.1) 58( 7.5) で買っで しまう
メ6、 言十 310(100.0) 74 (100. 0) 242(100.0) 149(100. O) 775(100.0) 
表 9は，買い物の際の態度を見たものであるが，買い物をする時， 「勧められでも気に入ら
なければ断ることができる」は83.9%である。 「自分では判断できないので上手な買い物はで
きない」 が8.6%, 「勧められると その気になって買ってしまう」が7.5%， 合わせて20%近
くの者は，不本意な買い物をしている。
表10 買ったブラウスが何んとなく気に入らない時，あなたはどうしますか
人 （%）
工頁 目 服飾美術科 工芸美術科 保健体育科 初等教育学科 ぷ口〉、 計会
取り替えてもらう 94( 30.3) 22( 29.7) 71( 29.3) 45( 30.2) 232( 29.9) 
がまんして着る 92( 29.7) 25( 33.8) 89( 36.8) 55( 36.9) 261 ( 33. 7)
直して着る 29( 9.3) 8( 10. 8) 11( 4.5) 10( 6. 7) 58( 7.5) 
そのままにして着ない 55( 17. 7) 13( 17.6) 34( 14.1) 23( 15.5) 125( 16.1) 
誰かに買ってもらう 20( 6.5) 2( 2. 7) 23( 9.5) 9( 6.0) 54( 7.0) 
人にあげる 20( 6.5) 4( 5.4) 14( 5. 8) 7( 4.7) 45( 5.8) 
1, 入 計 310(100.0) 74(100. 0) 242(100. 0) 149(100.0) 775 (100. O) 
表1 買い物をして後悔したことがありますか
人 （%）
項 目 服飾美術科 工芸美術科 保健体育科 初等教育学科 メ仁~、 計
いつも後悔している 9( 2. 9) 3( 4.1) 13 ( 5.4) 1( 0. 7) 26( 3.4) 
時 後々悔する 277( 89.4) 64( 86.5) 208( 85.9) 131( 87.9) 680( 87.7) 
後悔したことがない 24( 7. 7) 7( 9.4) 21 ( 8. 7) 17( 11.4) 69( 8. 9) 
f口'- 言十 310(100. O) 74 (100. 0) 242(100.0) 149(100.0) 775(100.0) 
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表12 買ったものが欠陥商品であった場合，あなたはどうしますか
人 （%）
項 目 服飾美術科 工芸美術科 保健体育科 初等教育学科 メ口b、 言十
買った店に持っていく 249( 80.3) 57( 77.0) 206( 85.1) 128( 85.9) 640( 82.6) 
保健所・役場などの機関に 。（ 0) 1 ( 1.4) O( 0( 0) 1 ( 0.1) 届ける
消費者センター に届ける 2( 0. 7) 0( 0) 2( 0. 8) 0( O) 4( 0. 5) 
失敗したと思いあきらめる 59( 19.0) 16 ( 21. 6) 34( 14.1) 21( 14.1) 130( 16.8) 
,g. 言十 310(100. O) 74(100.0) 242(100. 0) 149(100.0) 775(100.0) 
表10，表11，表12は，買い物後の対応を調べたものである。 買ったブラウスが何んとなく気に入
らなくとも 「がまんして着るJが33.7%と一番多く，ついで「取り替えてもらうJが29.9%, 
「そのまま にして着ない」が16.1%の順である。 「直して着る」という者は 7.5%で少ない。
「そのままにして着ない」 「人にあげる」を合わせると20%を越えており，無駄な買い物をす
る者が多いことを示している。 「がまんして着る」 「直して着るJについては，購入したもの
への愛着や利用の積極性が感じられるが 「そのままに して着ないJが全体の16.1%もあ り，死
蔵品と しての無駄遣いや衝動買いの傾向が示されている。
科別比較では，服飾美術科では 「がまんして着る」という者が他3科に比べて一番少なく，
また， 「取り替えてもらう」者もやや多く ，服装の好みがはっきりしていることが伺える。 「直
して着るjという者は若干であるが工芸美術科に多い。
表11に示すよう に，買い物をして「いつも後悔している」 が3.4%, 「時々後悔する」が87.7 
%，約90%は何んらかの後悔をしている。科別の差は特に見られない。
買った物が，欠陥商品であった場合，表12に示すように， 「買った店に持っていく」が82.6
%で最も多いが， 「失敗したと思いあきらめるJ者も16.8%あり注目される。 「保健所・役場
などの機関に届ける」 「消費者セ ンターに届けるjは非常に少ない。これは学生の買い物と し
ては表5，表6からもわかるようにせいぜい身の回りの品に限られるため，購入店に持って行
くことで問題は解決できるためと推察される。
31 
欠陥商品に対する処理のあいまいさは 「道民の消費生活意識と行動に関する調査Jでも同
様な傾向が見られる。 この調査では，質問項目の表現にやや遠いがあるが，買った商品に対し
て「不満や被害」を受けた者は，調査対象者の約半数もいるにもかかわらず，その中でその苦
情を「どこにも申し出なかった」と いう者は46%に達している。また， 「国・道 ・市町村消費
者センタ－Jなどの相談窓口への届出も同様非常に少ない。
表13は，表8の品質表示を見るか否かを基本として，表9，表11，表12とのクロス集計を し，
購売行動についで考察した。
品質表示を 「よく 見る」グループは， 「見ない」グループよ り「勧められでも気に入らなけ
れば断る ことができる」が88.3%で多く ，また，買い物を した後，当然のことながら後悔する
ことも 2.9%と少なくなっている。
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表13 品質表示の確認と購売態度 ・処理
人 （%）
設問 ・買い物をする時， 設問 ・買い物をして後悔 設問 ・買ったものが欠陥商品で
あなたの態度はどうですか したことがありますか あった場合あなたはどうしますか
勧にる 自な買 勧のて 、a、 時 悔f圭 買 f健F果斤 i費者肖
失
め入こ 分いい め気し てコ 々 コー 敗工頁 目 も し た しららと での物 らにま
f悔愛 後悔 た 店
セ た
れなが はでは れなう 場N: ン とタ a回也目、てけで 判、で るつ し す と ナ寺 な 、
もれき 断上きとて て る 1Jず てコ ど あ
、ぱる で手な 、買 言十 しミ な 言十 て 届 き 言十
る し当 し3 属 Lす 勺気断 きないそっ く Lナ る め
る る
店主 242 20 12 274 8 231 35 274 247 。3 24 274 
問物を よく見る
・に見 (8. 3) ( 7.3) ( 4. 6) (10. 0) ( 2. 9) (84. 3) (12. 8)(10. O) (90.1) ( O) ( 1.1) ( 8.8) (100. 0) 
買つま
いいす 362 39 37 438 12 397 29 438 344 。1 93 438 
物をでか 時々見る
しミ (82. 6)( 8. 9) ( 8. 5) (10. 0) ( 2.7) (90. 6) ( 6. 6)(10. 0) (78. 5) ( O) ( 0.2) (21. 2) (100. 0) 
する
る口口
時質 42 7 9 58 4 49 5 58 44 1 。13 58 、表 見ない
(12.1) (84. 6) ( 8.6) ロ仁ヨノニ，二、ユ (72. 4) (15. 5) (JOO. 0) ( 6.8) (10. 0) (75. 9) ( 1.7) ( O) (22. 4) (100. 0) 
X＇検 定 P<O. 02 P< 0. 05
一方，表示をよく見て刊でも， 「後悔したことがない」が12.8%と意外に少なく， 表示を見
る習慣はあっても，品質表示に対する価値判断が乏しいことを示している。
また，表示を「よく見る」という良い習慣を持っていながら，買った物が欠陥商品であった
場合に「失敗したと思いあきらめる」 という者が8.8%あり，更に表示も見ず，しかも欠陥商
品であった場合に 「失敗したと思いあきらめるj者は20%を越えている。
購入態度がきわめて甘く，いかに無駄な消費をしているかを裏づけている。
これについては，次の表14のクロス集計からも同様のことがいえる。すなわち，買い物をし
て「いつも後悔している」 「時々後悔している」の両グループの中で33.1%の者が欠陥商品を
手にしても，何の対策もせず「失敗したと思いあきらめる」と答えている。
表14 購入態度と欠陥商品への対応
人 （%）
設問買ったものが欠陥商品であった場合，あなたはどうしますか
工頁 目
買った店に 保健所・役場 消費者センタ 失敗したと思
メClう、 計
持っていく などの機関に ーに届ける いあき らめる届ける
設問しこす
いつも後悔して 22( 84. 6) O) 0( O) 4( 15. 4) 26(100. 0)いる
－でとか
買後悔が
い あ
時々後悔する 556( 81. 8) 1 ( 0.1) 3( 0. 4) 120( 17. 7) 680(100. 0) 
物しり 後悔したことが 62( 89. 9) 0( O) 1 ( 1. 4) 6( 8. 7) 69(100. 0) をたま ない
表15 調理した総菜が多く出回っていますが，その利用について
あなたの見解を lつだけ選んで下さい
項 目 服飾美術科 工芸美術科 保健体育科 初等教育学科
調理の手聞がはぷけで便利 50( 16. 1) 15 ( 20. 3) 45(18.6) 32 ( 21. 4) である
料理のが種で類きが多くで，f更自手由I］でに選あぶこと るσ〉 る 49( 15. 8) 6( 8.1) 27( 11. 2) 18( 12.1) 
必t斉要自勺量 が購入でき るので経
である 40( 12. 9) 10( 13. 5) 28( 11. 6) 18( 12.1) 
日未が好みに合う 2( o.7) 0( O) 3( 1. 2) 1 ( 0. 6) 
家庭で作るよ り割高になり 61 ( 19. 7) 15(20.3) 50( 20. 7) 29( 19. 5)不経済で、ある
衛生面で不安である 58( 18. 7) 13(17.5) 47( 19.4) 32( 21.5) 
味が好みに合わない 50( 16.1) 15 ( 20. 3) 42( 17. 3) 19( 12. 8)
メci、 言十 310(100. 0) 74 (100. 0) 242 (100. 0) 149(100. 0) 
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人 （%）
Z口〉、 計
142 ( 18. 3) 
100( 12. 9) 
96( 12.4) 
6( 0. 8) 
155( 20. O)
150( 19. 3) 
126( 16. 3) 
775(100. O) 
表15は，近年急激に消費が伸びている調理済み食品について，その購売意識を調べたもので
ある。
「家庭で作るより割高になり不経済である」が20.0%で一番多く，ついで 「衛生面で不安で、
ある」が19.3%, 「調理の手聞がはぶけて便利である」が18.3%, 「昧が好みに合わない」が
16. 3%, 「料理の種類が多く ，自由に選ぶことがで、きるので便利である」が12.9%, 「必要量
が購入できるので経済的で、あるJが12.4%の順であり，調理済み総菜に対する見解にはバラツ
キが見られる。調理済み総菜の合理性を認めている肯定型は44.4%で，良いものとは認めてい
ない否定型は55.6%であり，やや否定型が多くなっている。
次に，販売方法に関する調査項目について考察する。現在，販売方法も多様化し，通信販売，
訪問販売，マルチ商法等種々の商法が見られるが， これら特殊販売の中から通信販売をと りあ
げた。
表16 通信販売などを利用したことがありますか
人 （%）
〈質 目 服飾美術科 工芸美術科 保健体育科 初等教育学科 ,@; 、 言十
利用している 5( 1. 6) 2( 2. 7) 1( 0. 4) 3( 2. O) 11( 1. 4) 
利用したことがある 88( 28. 4) 29( 39. 2) 76( 31. 4) 50( 33. 6) 243( 31. 4) 
利用したことがない 217( 70. 0) 43(58.1) 164(67.8) 96( 64. 4) 520( 67.1) 
不 明 0( 0) 0( O) 1( 0. 4) 0( 0) 1( 0.1) 
1口〉、 言十 310(100. 0) 74(100. 0) 242(100. 0) 149(100. O) 775(100. 0)
表16は，通信販売の利用状況である。 通信販売については， 「利用したことがない」が67.1 
%， 「利用したことがあるJが31.4%, 「利用している」が1.4%の順である。現在利用して
いる者は少ないが，利用したことがある者は意外に多く見られる。 通信販売には利点も多いが，
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消費者が販売条件をよく確認しないために起るトラブルは近年多く，この種の販売方法に対して
は，より慎重な購売態度で対応することが望まれる。
表17 クレジットカードの利用について，あなたの見解を Iつだけ選んで、下さい
人 （%）
工頁 目 服飾美術科 工芸美術科 保健体育科 初等教育学科 l仁~、 計 X＇検定
現金いかをら持手ち歩かなくとも
良 ド常に便利である 52( 16. 8) 9( 12. 2) 52 ( 21. 5) 24( 16.1) 137( 17. 7) 
緊急の時幸I]の頼みのつなと 133( 42. 9) 25( 33. 8) 83( 34.3) 56( 37. 6) 297( 38. 3)して便 である
必要以外の買い物をしが
P<0.10 
ちである 99( 31. 9) 30( 40. 5) 75( 31. 0) 54 ( 36. 2) 258 ( 33. 3)
他あ人に危使用される恐れが
り， F食て志ある 26( 8.4) 10( 13. 5) 32( 13. 2) 14( 9. 4) 82( 10. 6) 
不 日月 0( 0) 0( 0) 0( 0) 1 ( 0. 7) 1 ( 0.1) 
1ロ>. 言十 310(100. 0) 74 (100. O) 242(100. 0) 149 (100. 0) 775(100. 0)
表17は，ク レジッ トカードの利用について，その見解を見たものである。
「緊急の時の頼みのつなとして便利である」が38.3%, 「現金を持ち歩かなくとも良いから
非常に便利である」が17.7%であり，約60%の者はその便利性を認めている。 「必要以外の買
い物をしがちである」とする者は33.3%, 「他人に使用される恐れがあり危険で、ある」とする
慎重な者は10.6%である。
科別では，工芸美術科が 「現金を持ち歩かなくとも良いから非常に便利である」「緊急の時の
頼みのつなと して便利であるJが合わせて45.3%であり，便利さを認めている割合が少なく，
他科と異なる見解を示している。
昭和57年 7月，札幌消費者協会が実施したク レジッ トカードの使用実態調査によると，クレ
ジッ トカー ドの使用者は，調査対象者中55.8%を占めている。更に，使用していない者でも
「今後使用したい」と考えている者はそのうち20.0%あり，クレジットカードの普及は拡大し
つつある。使用者はク レジyトカードのf更利性を認めて使用しており， 使用者中の22.5%は
「お金がなくとも買い物ができ るJを使用の理由にあげている。このことは衝動買い，使い過
ぎにつながるもので，きわめて危険な態度と言わざるを得ない。通信販売への対応と同様，明
確な見解のもとで使用しなければならない。
4.省資源に対する認識
表18は，現在必要としない衣類の処理について調べたものである。
「着なく ともしまっておくjが一番多く43.0%となっている。ついで 「人にあげるjが36.4
%， 「リ フォームして着る」が10.6%, 「小物作り に活用する」が6%の順である。 「不用品
バザーに出すJ「捨ててしまう」は少なしコ。再利用する割合は少なく ，被服管理はきわめて消
極的である。
科別比較では，工芸美術科が 「リフォームして着る」 「小物作りに活用する」など再利用す
る者が多く，保健体育科は 「人にあげる」が多い。
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表18 現在，必要としない衣類をどう処理 していますか
人（%）
項 目 服飾美術科 工芸美術科 保健体育科 初等教育学科 iロ〉、 言十
リフォーム（再生）して着る 39( 12.6) 11 ( 14. 9) 17( 7. 0) 15( 10.1) 82( 10. 6) 
小物作りに活用する 19( 6.1) 5( 6. 8) 12( 5.1) 11 ( 7. 4) 47( 6. O) 
人にあげる 109( 35. 2) 20( 27. 0) 102 ( 42.1) 51 ( 34. 2) 282( 36. 4) 
不用品バザーに出す 2( 0. 6) 2( 2. 7) 3( 1. 2) 6( 4. 0) 13( 1. 7) 
捨ててしまう 8( 2. 6) 1 ( 1. 3) 3( 1. 2) 6( 4. O) 18( 2. 3) 
着なくともしまっておく 133( 42. 9) 35( 47. 3) 105( 43.4) 60( 40. 3) 333 ( 43. 0) 
1仁l、 言十 310(100. 0) 74 (100. 0) 242(100. 0) 149(100. 0) 775(100. 0) 
表19 購入態度と不必要な衣類の処理
人（%）
設問・現在必要としない衣類をどう処理していますか
工費 目
捨ててしま
i; 計
リフ ォー ム 小物作りに 人にあげる 不用品パザ 着な〈ともしで着る 活用する にー出す 7 しまっておく
言:It いつも後悔し間悔後しり 3( 1. 5) 0( 0) 9( 34.θ 0( 0) 2( 7. 7) 12( 46. 2) 26(100. 0) ま ている買す
いたか 時々後悔する 68( 10. 0) 40( 5. 9) 248( 36. 5) 13( 1. 9) 15( 2. 2) 296( 43. 5) 680(1CO. 0) 
物をし泊ことず 後悔したこと 11( 16. O) 7( 10. 2) 25( 36. 2) 0( 。） 1( 1. 4) 25( 36. 2) 69(10. 0) であ がない
表19は，現在必要としていない衣類の処理と，購入態度とをクロス集計したものである。
買い物後「いつも後悔している」と答えていながら「捨ててしまう」が7.7%, 「着なくと
もし まっておく」が46.2%と多 く，再利用に対する認識は きわめて低い。
表20 パック ・紙袋 ・ピニールなど使い捨て商品が多く利用されていることについて，
あなたの見解を lつだけ選んで下さい
人 （%）
I頁 目 服飾美術科 工芸美術科 保健体育科 初等教育学科 i口〉、 言十 x2検定
資源のむだと思うのでや 4( 1. 3) 5( 6. 8) 2( o. 8) 2( 1. 3) 13( 1.7) めるべきである
資源のむだと思うのでも 51 ( 16. 5) 16( 21. 6) 32( 13. 2) 14( 9. 4) 113 ( 14. 6)っと減らすべきである
P<O. 01資源のむだとj思うがf更利 164 ( 52. 9) 36(48.6) 147( 60. 8) 85( 57. 0) 432 ( 55. 8)で、ある
生活上便利であるので良 91( 29. 3) 17(23.0) 60( 24. 8) 47(31.6) 215( 27.7) いと思う
生活上便利であるのでも 0( 0) 0( 0) 0( 0) 1 ( 0. 7) 1( 0.1) っと増やしても良いと思う
不 日月 0( 0) 0( 0) 1 ( o.4) 0( 0) 1 ( 0.1) 
1口入 計 310(100. 0) 74(100. O) 242(100. 0) 149(100. O) 775(100. O) 
表20は，使い捨て商品に対する見解である。
28 沢井・山塙 ・小田嶋 ：北海道女子短大1983年入学者の消費生活に関する意識調査
「資源のむだと思うが便利であるjが55.8%で一番多く ，ついで「生活上便利であるので良
いと思う」が27.7%, 「資源のむだと思うので減らすべきである」 が14.6%の順である。 「資
源のむだと思うのでやめるべきである」とする者が1.7 %と少なく， 省資源の態度より便利性
が優先している。しかし， 「生活上便利であるので，もっ と増やしても良いと思う」と積極的
に賛成する者は非常に少ない。
科別比較では，工芸美術科が「資源のむだと思うのでやめるべきである」と「資源のむだと
思うので減らすべきである」が合わせて28.4%で、他3科に比べで多く，省資源に対する認識度
が高い。
5.消費者教育に対する関心
表21は，消費者の相談に応じる機関を知っているかについて調べたものである。
「よく知っている」者は7.7%, 「聞いたことがある」は71.5%, 「知ら ない」 は20.4%で
ある。
科別比較では， 工芸美術科で「よく知っているjと答えた者が13.3%で他科に比べて多く，
「知らないJ者も12.0%と少な く 消費者行政に対する関心は強い。
表21 消費者の相談に応じてくれる機関があることを知っていますか
人 （%）
I頁 目 服飾美術科 工芸美術科 保健体育科 初等教育学科 l仁i、 言十
よく知っている 23( 7. 4) 10( 13. 5) 14( 5. 8) 13( 8. 7) 60( 7. 7)
聞いたことがある 219( 70. 7) 55( 74. 3) 171 ( 70. 7) 109( 73. 2) 554( 71. 5) 
知らない 68( 21. 9) 9( 12. 2) 55( 22. 7) 26( 17.4) 158( 20.4) 
不 明 0( O) 0( 0) 2( 0. 8) 1( 0. 7) 3( 0.4) 
l口入 計 310(100. 0) 74(100. O) 242(100. O) 149(100. 0) 775(100. O) 
表22 望ましい消費者と して生活できるよう研究していますか
人 （%）
項 日 服飾美術科 工芸美術科 保健体育科 初等教育学科 1口込 言十 X＇検定
十分研究している 3( 1. 0) 4( 5. 4) 2( 2.1) 2( 1. 3) 14( 1. 8) 
時々研究している 96( 31. 0) 29( 39. 2) 76( 31. 4) 60( 40. 3) 261 ( 33. 7) P<0.05 
全く研究していない 211 ( 68. O) 41( 55.4) 161 ( 66. 5) 87( 58.4) 550( 64. 5)
tロ" 言十 310(100. O) 74(100. O) 242(100. 0) 149(100. O) 775(100. O)
表22は，消費者と しての研究態度を調べたものである。
「十分研究している」は 1.8%, 「時々研究している」は33.7%, 「全く研究していない」
は64.5%で，半数以上は無関心であり，消費者としての意識はきわめて低い。
科別比較では十分研究している者が，工芸美術科で多くなっている。
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表23 消費者として学習をどのように求めていますか。 1つだけ選んで下さい
人 （%）
I頁 目 服飾美術科 工芸美術科 保健体育科 初等教育学科 €;- 言↑
学校で指導された程度で良 76( 24. 5) 18(24.3) 34( 14.1) 13( 8. 7) 141 ( 18. 2) し、
消資費料者協積会（道・市町村）の
を極的に求めている 11( 3. 6) 1( 1. 4) 10( 4.1) 1( 0. 7) 23( 3. 0) 
講習会の開催を望む 6( 1. 9) 2( 2. 7) 5( 2.1) 1 ( o. 7) 14( 1.8) 
手広庁間・ラジオ ・テレビなど
い見地から勉強する 102(32.9) 20( 27. O) 85 ( 35. 1) 63( 42. 3) 270( 34. 8) 
家族との情報交換で良い 31( 10. 0) 8( 10. 8) 22( 9.1) 24( 16.1) 85( 11. 0) 
友達との情報交換で良い 24( 7. 7) 7( 9. 5) 32( 13. 2) 17( 11.4) 80( 10. 3) 
考えたことがない 60( 19. 4) 18( 24.3) 54( 22. 3) 30( 20. 1) 162( 20. 9) 
J口3、 言十 310(100. 0) 74000.0) 242(100. 0) 149(100. 0) 775(100. 0) 
表23は， 消費者としての学習の求め方について調べたものである。
「新聞 ・ラジオ ・テレビなど広い見地から勉強する」が一番多く 34.8%，ついで 「考えたこ
とがないjが20.9%, 「学校で指導された程度でよしリ が18.2%，「家族との情報交換で良い」
「友人との情報交換で良い」がそれぞれ10%である。 関係資料を請求したり， 講習会への参加
など積極的な学習意欲は低Po
表24 今後，消費者として学習を必要と しますか
人 （%）
工頁 日 服飾美術科 工芸美術科 保健体育科 初等教育学科 メ口》、 計
必要としている 153( 49. 3) 27( 36. 5) 91( 37.6) 73( 49. 0) 344( 44. 4)
どちらでもよい 150( 48. 4) 46( 62. 2) 132 ( 54. 6) 70( 47. 6) 399( 51. 5) 
必要で、ない 7( 2. 3) 1 ( 1. 3) 18( 7. 4) 5( 3.4) 31 ( 4. 0) 
不 明 0( 。） 0( 0) 1 ( 0. 4) 0( 0) 1 ( 0.1) 
l口'- 計 310(100. O) 74 (100. O) 242(100. 0) 149(100. O) 775(100. O) 
表24は，今後学習を必要とするかについて調べたものである。
「どちらでも良い」が51.5%, 「必要で、ないjが4.0%である。無関心な者が多いが，一方
「必要で、あるjと答えている者も44.4%あり，消費者教育の必要性を感じている者は少なくな
い。 しかし，前述のように，実際に学習をしている者は少なく，また，学習の求め方も安易で
あり行動が伴わない事を示している。
科別比較では，表22との関連から工芸美術科 に「必要としている」者が少なくなっている。
その反面， 「必要でないJと答える者も他 3科 に比べて少なく ，消費者教育1こ対する意識は強
しミ。
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人 （%）
工員 目 服飾美術科 工芸美術科 保健体育科 初等教育学科 1『コ〉、 言十
情報が十分で暮しやすい 37( 11. 9) 10(13.5) 22 ( 9.1) 20( 13.4) 89( 11. 5) 
情報が不十分で暮ら しにく 9( 2. 9) 4( 5. 4) 2( 0. 8) 5( 3. 4) 20( 2. 6) し、
情報が不足で判断がつかな 17( 5. 5) 4( 5. 4) 13( 5. 4) 5( 3.4) 39( 5. 0)しミ
J青幸日が多すぎて判断がつか 143( 46.1) 30( 40. 5) 112 ( 46. 3) 64( 42. 9) 349( 45.0) ない
正しい情報でないので迷必 13( 4. 2) 2( 2. 7) 14( 5. 8) 7( 4. 7) 36( 4. 7) している
誇大宣伝で不愉快である 49( 15. 8) 17(23.0) 52 ( 21. 5) 32( 21. 5) 150( 19.3) 
公的な情報安が手に入りにく 16( 5. 2) 4( 5.4) 14 ( 5. 8) 10( 6. 7) 44( 5. 7) いので不 である
公的な情報が適切で安心てミ 2( o. 6) 2( 2. 7) 3 ( 1. 2) 3( 2. 0) 10( 1.3) ある
消費者の意見相談に応じでく 22( 7.1) 1 ( 1. 4) 8( 3. 3) 3( 2. O) 34( 1.4) れる機関が少なく不安である
消費者の意見伺淡に応じで 2( 0. 7) 0( 0) 2( 0. 8) 0( 0) 4( 0. 5) くれる機関が多く安心である
万口〉、 言十 310(100. O) 74 (100. 0) 242(100. O) 149(100. 0) 775(100. O)
消費者として常日頃，思っていることをlつだけ選んで下さい表25
日常の情報に対する意識や態度等を見たものである。表25は，
という者が45.0%で最も多い。ついで 「誇大宣伝で不愉
その他の意見は少ない。
「情報が多すぎて判断がつかない」
「情報が十分で暮らし易いjが11.5%の)I慎で，
消費者生活に関する現在の情報に対して不安や不満を感じている者は約83.7%と高率で、あり，
快である」が19.3%,
情報を的確に判断できる能力が求められていると言えよう。
設問 ・買った77ウスが何んとなく気に 設問 ・現在，必要としない衣類をどう処 設問 ・今後，消費者とし
入らない日寺，あなたはどうしますか 理していますか で学習を必要tLますか
取 ？ 直 そ Z桂 人 人 不 捨
着なく
必 と 必
り ま し の か フ 物 用 て 要 ち 要
替え ん て ま あ オ 作 あ
Eコ て と tヲ で工頁 目 ロr, とし 着 ま 賞 If り If ノ、 し し で な
て て る つ る ム る ザ ま もし て も し、
も 着 し て し j古 7 ま p 良
Lっ る て も て 用 つ る し、
7 着 句 着 す ,'Pr て
な つ 計 る る 1- お J十
しミ く
5 3 。。14 5 。4 14 1 2 14 
てて 十分研究している
生い (35. 7) (35. 7) (21.5) ( 7.1 ( 0) ( 0) (10.0) (21.5 ( 7.1 (35. 7 ( 7.1 I o (28. 6 (10.的(78. 6) (14. 3)( 7.1 (100.的
j舌ま
です 91 76 25 36 18 15 261 37 2 99 94 261 162 96 3 261 きか 時々研究している
る (34. 9 129. l I 9. 6 (13. 8 ( 6.9 I 5. 7 (10.0) 14. 2) ( 8. 5(37. 9 (2. 3I 1.1(36. 0 (]CO.O) (62. l (36. 8 I 1.110.0) 
よ
7 
F背 136 180 30 8 36 30 50 42 24 178 6 15 235 50 171 301 27 49 
ηy《~ 全〈冊究Lていをい
し (27. 2 (36. 0 I 6. o (17, 6) I 7. 21 I 6. o)(10.0) I 8.4( 4. 8(35. 6) I 1.2( 3. 0 (47. 0) 10.的(34. 3(613 ( 5.4 (lCO.O) 
人 （%）
消費者の研究態度と生活との関連表26
??
??
???????
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表26は，望ましい消費者と して生活できるよう研究しているか，否かを基本として， 他の項
目と クロス集計したものである。これより消費者としての認識や消費者教育に対する関心など
について更に考察する。
消費者と しての研究を全く していない者は，気に入らぬ買いものをしても「そのままにして
着ない」や 「人にあげる」という安易な対処をすることが多く ，その率は23.6%である。また，
現在必要と しない衣類の管理についても同様で「着な くともしまっておく」が、47.0%, 「人に
あげる」が35.6%，合わせて82.6%の者が不合理な管理をしている。
このように，消費者としての態度が確立されていないにもかかわらず，今後消費者教育を必要
とするかに対しては， 「どちらでも良い」が60.3%, 「必要でない」が5.4%，合わせて70%
近くの者は積極的な意欲を示していない。
N おわりに
本調査は，入学式後であったので，高校生の意識と大差はないと考え られる。
高校時代は，進学を控え受験体制の中で， どちらかといえば生活も経済についても親が
かりで進められる要素が多いせいか，消費者としての意識が弱い状況が調査結果に感じられた。
家庭の収入について， 知っている者が意外に少なく，家庭の経済状況について理解しでいな
いために， 小遣いの使い方にも計画性がないという結果が考えられる。また， 小遣いが不足し
たからアルバイト をするということは，必らずしも良い結果を招くものとは考えられず，個々
の生活環境の中で，計画を立てて暮らすという習慣の養成が求められる。
購売行動，認識にみられるように，品質表示は見るが，それが商品を選ふや正しい判断資料に
はなっていない。商品の価値判断には専門的な知識や技術が必要と されるが， それにもかかわ
らず， 新聞・ ラジオ・テレビ等の広告から情報を得ることで消費者としての学習を良しとする
消極性がみられる。また，買い物の後悔が多いことや気に入らない買い物をしても，すぐあき
らめて活用しないという結果からは，計画的な生活習慣の形成や吟味して物を購入するという
生活態度は感じられない。
通信販売については， 利用状況のみの調査で具体的な内容に触れていないが， 一般には利用
件数が伸びている。そのため，道消費者協会への苦情相談も増えている実情から，通信販売の
商品の価値判断， 契約の確認等についても， 利用する側の生活態度が明確でなければならなし、
購入行動に後悔しながら， 一方で消費者としての学習に積極性が感じられないのは，多様な
情報を多く得ることが 「価値ある」 生活を送ることと錯覚してはいないのだろ うか。
便利さが優先されて，意識と異なる生活行動が調査結果の数個所にみられるが，消費者とし
ての知識が生活の場に生かされるためにも，正しい消費者としての生活を思考できなければな
らない。
新しい経済社会のすう勢に向って自分の生活をどう構えるか，主体的に自分の生活観を確立
するためにも，消費者意識を強く持ち，知識の習得と合理的な行動を心掛けなければならない。
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正 しい消費者としての知識を得るための努力は，各自の生活を守るこ とにと どまらず，企業へ
の働きかけにもつながるし また，行政機関が消費者の行動を援助する手だてにもなること な
ど指導の課題が指摘される。
調査対象者が，家庭生活を運営する主体者でなかったことから，調査項目に制約があったが
青年らしい前向きの姿勢が読みとれなかった。しかし，今後の指導の問題点や課題と して貴重
な資料を得ることができた。
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